Ｂ　能力評価

	評価項目
	小項目
	小項目の示す内容
	行動レベル
	職務遂行における行動
	自　己

評　価
	第一次

評価者
	第二次

評価者

	学　　　　　　　　　　　校　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　　営
	創　　造　　的　　な　　企　　画　　力
	学校経営ビジョンの実施計画の構築
	校長が示す学校経営ビジョンの実現のために、より具体的な実施計画を策定している。
	S+
	長期的な視点に立ち、年度計画に基づく具体的な学校経営ビジョンの実施計画を立て、所属教職員、保護者、地域の方に示し、高い信頼を得ている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	前年度の課題のみでなく、校長の学校運営についての考えを所属教職員に伝え、具体的な取組について考えを収集した上で、具体的な学校経営ビジョンの実施計画を立てている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	前年度の課題を踏まえ、学校経営ビジョンの実施計画を立てている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	校長の意を十分解さない学校経営ビジョンの実施計画を立てている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	前年度を踏襲した、校長の学校経営ビジョンに沿わない学校経営ビジョンの実施計画を立てている。
	
	
	

	
	
	先　  見  　性
	校長が求める学校経営の実現をめざし、先見性を持ち、取り組んでいる。
	S+
	校長が求める学校経営の実現をめざし、学校教育を取り巻く状況について、長期的な変化を自ら予測し、求められる学校の取組の計画を立てている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	校長が求める学校経営の実現をめざし、学校教育を取り巻く状況について、近い将来を見通し、求められる学校の取組について組織的に対応している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	校長が求める学校経営をめざし、現在の学校教育を取り巻く状況の変化に応じ、対応するための行動を自ら起こしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	学校教育を取り巻く状況の変化についての認識が薄く、校長が求める学校経営に対応するための自らの行動が遅れがちである。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	学校教育を取り巻く状況の変化についての認識がなく、校長が求める学校経営に対応する何の取組も行わない。
	
	
	

	
	
	発想や判断の柔軟性
	前例や現状にとらわれず、校長が的確かつ迅速に状況を捉え、適切に判断を下せるよう補佐している。
	S+
	必要に応じ、長年行われてきた内容であっても、根本から見直し修正することを校長に具申する柔軟な発想、行動を行っている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	職務の遂行にあたって、複数の方法を校長に示すとともに、自らの考えを具申し、校長を補佐している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	職務の遂行にあたって、今まで行われてきた内容について、改善を具申し、校長を補佐している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	前例や現状にとらわれた意見を校長に具申している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	自らの考えに固執し、判断に偏りのある意見を校長に具申している。
	
	
	

	
	
	情　報　収　集
	教育に関する情報はもとより、社会の幅広い情報を捉え、校長に提供するとともに、学校運営に生かそうとしている。
	S+
	直接教育に関わる情報のみでなく、社会情勢等についても幅広く情報を収集し、校長に提供するとともに、学校運営に生かしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	教育に関わる情報について、広く情報を収集し、校長に提供するとともに、学校運営に生かしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	必要な情報について、先進的な取組を行っている学校、教育機関等から積極的に情報を収集し、校長に提供するとともに、学校運営に生かしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	必要な情報については収集しているが、校長に提供できず、学校運営にも生かされていない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	必要な情報についても収集を行っていない。
	
	
	

	
	リ ー ダ ー シ ッ プ
	学 校 経 営 の 浸 透
	校長が考える学校経営ビジョンを分かりやすく教職員に伝え、教職員が共通の課題意識を持つよう浸透させている。
	S+
	校長が考える学校経営ビジョンについて、教職員のみならず、保護者や地域社会に積極的に伝え、学校への信頼を築き、協力を得ている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	校長が考える学校経営ビジョンを分かりやすく教職員に伝え、教職員の共通理解のもと、組織をまとめ動かしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	校長が考える学校経営ビジョンを分かりやすく教職員に伝え、教職員の取組を促すために、支援や動機付けを常に行っている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	校長が考える学校経営ビジョンを分かりやすく教職員に伝える場を作っている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	校長が考える学校経営ビジョンを教職員に十分伝えず、教職員を十分にまとめることができていない。
	
	
	

	
	
	校内組織の支援
	学校経営ビジョンの実現に向けて、教職員の能力、個性が発揮されるよう校内組織を支援している。
	S+
	学校経営ビジョンの実現に向けて、組織的な取組が図られるよう、校内組織に働き掛けるとともに、自らチームをリードしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	学校経営ビジョンの実現に向けて、教職員の能力、個性が発揮されるよう、組織の主任等に適切に指示を出し組織を活性化させている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	学校経営ビジョンの実現に向けて、教職員個々に課題意識を持たせ取り組ませている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	学校経営ビジョンの実現に向けて、校内組織について課題は把握しているが、具体的な指導、助言に結びついていない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	学校経営ビジョンの実現に向けて、校内組織の課題を把握していない。
	
	
	

	
	外　　部　　折　　衝　　力
	保護者・地域の思い願いの把握
	保護者や地域社会の思いや願いを的確に把握し、校長に提供するとともに、積極的に学校運営に取り入れている。
	S+
	保護者や地域社会と双方向の情報交換を常に行い、校長に提供するとともに、思いや願いを積極的に学校運営に活かし具現化する。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	保護者や地域社会と積極的に交わり、保護者や地域社会の思いや願いを捉え、校長に提供するとともに、学校運営に活かしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	学校評価において外部評価を行い、校長に提供するとともに、積極的に学校運営の改善に活かしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	学校評価において外部評価は行われているが、形式的で、校長に情報提供できないとともに、学校運営に活かしていない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	保護者や地域社会との交わりが少なく、保護者や地域社会の思いや願いを十分に捉えていない。
	
	
	

	
	
	学 校 の 説 明 責 任
	保護者や地域社会に対し、教育活動の成果と課題を示し、開かれた学校作りに努めている。
	S+
	教職員一人一人が、学校の成果と課題を明確に示せる等、組織的に説明責任が果たせるよう教職員を指導し、学校への信頼を高めている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	学校の年度目標、具体的な目標を保護者や地域に明確に示した上で、目標の達成度を説明し、学校の成果と課題を明確に示している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	学校の年度目標の達成度について、保護者に説明する機会を設定し、学校の成果と課題を明確に示している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	学校評価の結果は公表されるが形式的で、教育活動の成果と課題についての明確な説明がされない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	教育活動の成果と課題についての把握が曖昧で、保護者の質問に明確な回答がなされない。
	
	
	

	教　　　職　　　員　　　の　　　指　　　導　　　育　　　成
	人　　　　　材　　　　　育　　　　　成
	指　導　育　成
	校長の指導助言のもと、教職員一人一人の育成方針を策定し、必要な研修の機会を与えたり、職場での研修を進めている。
	S+
	学校教育においてリーダーシップを発揮できる人材を発掘し、長期的な視点に立って、育成を行っている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	本人が能力を伸ばすために経験しなければならないような場面や機会を設定し、その結果を本人にフィードバックしながら育成を行っている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	本人の現状を的確に捉え、本人が納得する説明のもと育成している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	教職員一人一人の課題は捉えているが、課題解決のための具体的な方策が見出せない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	教職員一人一人の課題が見出せていない。
	
	
	

	
	
	目 標 達 成 支 援
	校長の指導助言のもと、教職員一人一人の職務の状況を観察し、自己目標の達成に向けて適切な時に的確な支援を行っている。
	S+
	教職員一人一人の自己目標の達成に向けての取組を励まし、職務への意欲を高めるとともに、解決の糸口を与え、自己解決の意欲を高めている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	教職員一人一人の自己目標の達成状況を日頃から確認し、資料の提供、助言等、本人の意欲を大切に支援を行っている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	教職員一人一人の自己目標の達成状況を把握した的確な指導、助言を行っている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	教職員一人一人の自己目標の達成状況は捉えているが、面接時に効果的な指導、助言が行えない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	教職員一人一人の自己目標の達成状況が確認されていないことが多い。
	
	
	

	
	
	自己啓発の高揚
	教職員一人一人を適正に評価し、校長の指導助言のもと、評価のフィードバックを通じ、教職員の職務に対する自己啓発を支援している。
	S+
	教職員一人一人に課題を認識させるとともに、明確な目標を持って取組もうとする意欲を持たせている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	教職員一人一人を適正に評価し、面接において課題を認識させ、目指す方向を的確に示している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	教職員一人一人を適正に評価し、面接において課題を認識させている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	教職員一人一人を適正に評価しているが、教職員の自己啓発を進めるような面接が行えない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	評価が適正に行えず、教職員の信頼を得ることができない。
	
	
	

	
	
	教

職

員
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し

て

の

自

覚

の

育

成
	校長の指導助言のもと、教職員一人一人に教育公務員（公務員）として範となるべき行動を取る意識を高めている。
	S+
	日頃から、教育公務員としての在り方を説くとともに、自ら範となる行動を取り、教職員、保護者の信頼が厚い。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	研修方法に工夫を加え、教職員の認識を新たにさせ、自覚を高めようとしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	年度を通じた計画に基づき、教職員としての自覚を高めるための研修を実施している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	教職員に対し、教育公務員としての意識を高めるような指導が行えない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	教職員の問題となる言動について把握されていない。
	
	
	

	学  校  教  育  の  管  理
	管  理  運  営  能  力
	危 機 管 理 能 力
	校長の指導助言のもと、事件・事故に対する対応策を準備し、緊急課題に適切に対処できるよう校長を補佐している。
	S+
	事件･事故等への対応を常に反省し、組織的に緊急課題に適切な対処をしている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	事件･事故等への対応を予め想定し、組織的に緊急課題に対処している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	事件･事故等への対応を予め想定し、マニュアル等を整備し、教職員に周知している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	事件･事故等への対応マニュアルは整備されているが、機能していない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	事件･事故等への対応マニュアルが旧態全なものであっても見直していない。
	
	
	

	
	
	事務管理能力
	校長の指導助言のもと、教育の計画の実施の管理、効果的な予算の執行、管理を行うとともに、施設設備を維持管理している。
	S+
	学校経営の視点から、教育の計画の実施、予算執行、施設管理についての自らの考えを示している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｓ
	現状の課題を見出し、適切な管理、業務能率の向上の方法を示している。
	
	
	

	
	
	
	
	Ａ
	適切に管理を行っている。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｂ
	担当教職員に任せ、自らの考えを反映させていない。
	
	
	

	
	
	
	
	Ｃ
	管理職としての監督が不十分で適切な管理が行われていない。
	
	
	


	評価項目
	評価項目の示す内容
	職務遂行上求められる行動
	自　己

評　価
	第一次

評価者
	第二次

評価者

	自　己　管　理
	教育公務員及び管理職としての職責や義務（法令遵守や秘密の保持等）を自覚し職務に取り組んでいる。
自己を客観的に捉え、管理職としての人間性を高めている。
	所属教職員のミスに対して責任転嫁せず、管理職として責任を果たしている。
	
	
	

	
	
	社会的な責任を自覚し、軽率な行動をしない。
	
	
	

	
	
	法令や社会的なモラルに沿った行動を取っている。
	
	
	

	
	
	自分を客観的に見て振り返り、前向きな行動を取っている。
	
	
	

	
	
	公平な判断と行動を取っている。
	
	
	

	
	
	快適な職場環境づくりのための取組を行っている。
	
	
	

	
	
	思いやりがあり、所属教職員の相談に耳を傾けフォローアップに努めている。
	
	
	


【注】「自己管理」については､事項ごとに､「十分満足できる」場合は◎を、「ほぼ満足できる」場合は○を､「改善が必要である」場合は△を記載
様式2-2【教頭】
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